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〔目的〕体 外受 精 に お ける培養 液 の pH が，受精 ，

分割 ，妊 娠 成 立 に 及 ぼす影響に つ い て，retrospect 三ve

に 検討 す る こ とを 目的 と した 。 　 〔方法〕1991年 1

月よ り 3 月ま で に 体 外受 精胚移殖 を 行 な っ た 80例

を対象 と した 。 培養 液 は，受精 用 に 10％ ， 卵 割用

に 20％ の 患 者非 働化血清添加 HTF を使用 した 。 培

養条件は気相 5 ： 5 ：90 （02 ：CO2 ：N ，）％下 ，

37℃ で 行な っ た 。pH の 測 定は全 自動 血 液 ガ ス 分析

装置 （ABL − 30） に て 行 な っ た 。 　 卵 巣 刺 激 は

GnRHanalogue ＋ hMG ＋ FSH に て 行 な っ た 。 〔成

積〕 培養液 の pH と妊娠成 立と の 関係をみ る と，pH

7．35〜7．37を示した 18例か ら妊娠 はな く，pH 　7．38 〜

7．41 を 示 した 54例 中14例 （25．9 ％） に 妊 娠が 成 立

した 。 以上 よ り前者を A 群，後者を B 群 と して 検

討を 加え た。A 群 の 年令 ， 採卵 数，受精 卵数 ，移

殖胚数，ET 時の 子宮 内膜 厚 み はそれ ぞ れ， 37．1 ±

0．9 才 ， 5．5 ± 0．3 個， 4．0 ± 0．5 個 ， 3．1 士 0．2 個 ，

9．5 士 O．5　
． で ， こ れ に 対 し B 群 で は 36．0　± 　O．5才，

5．1 土 O．4個，3．7 士 O．3 個 ， 2．8 ± 0．1 個 ，
10．1± 0．3m

で ，い ずれ も両 群間 に有意差を 認 め なか っ た 。 し

か しなが ら受精卵 の quality を検討す る と，A 群で

受精卵 32個 中 19個 （59．3 ％ ）が Fragmentationや

分割停止 を き た し た の に対 し ，
B 群で は受精卵 101

個 中 26個 （25．7 ％ ） と有意に そ の 率が低下 した

（p〈 O．005）。　〔結論 〕 培養 液 の pH が 7β8 〜 7．41

の 群 は pH 　7．35−・7．37の 群 に 比 して 受精卵の quality の

改善 が得 られ る こ と に よ り，妊娠率 が高ま っ た と

考え られ た 。 従 っ て IVF の 治療上，培養液の pH を

一
定 レ ベ ル に control す る こ とは重要 と考 え られた 。

【目的】 platelet　activating 　factor （PAF ）に 暴 露

された血 小板は，PAF に対する感受性が一過性に

減少す る と報告され て い る 。 そ こ で ， 血小板 に 対

す る PAF の 感受性を経 時的 に 調 べ る こ と に よ り，

胚 由来の PAF の 活性 を評価 で きるの で はな い か と

考え 以下 の 検 討を行 っ た。　【方法】 体外受精施行

30例 （妊娠例 9 例を 含 む ）に 対 し
， 胚 移植後 3 日

，

6 日，16日後 で ，PAF に 対す る血 小板 の 感受性を

検討した。感受性 は，洗浄血小板ま た は platelet

rich 　plasma （PRP ）を，2x10 −4M
か ら 2 ×ユ0

− eM ま

で 10倍ず つ の 希釈系列 の PAF と反 応 させ，そ の 凝集

能を Platelet　Aggregation　Profiler（BIOIDATA 社）

で 測 定 し，PAF に 対す る 反 応 が 最 大 凝集能 の 50％

．以下 に 減弱 す るPAF 濃度 を最 大反応濃度 と した。

【成績】 胚移植時の最大反応濃度は ，8．09± 19，26

× 10−6M （Mean ± S．　D。）で
， 患者間 で か な りの

変動 が 認め られ た 。 移植 後 3 な い し 6 日 目に か

け て 最 大反応 濃度 の 1 オ ー
ダ

ー
以 上 の 上昇 が 認

め られ た の は，30例 中 10例 （33．3％ ） で こ の う

ち 5 例 （50％） で 妊 娠 が 明 らか に な っ た 。 また

PAF に 対 す る反応性 の 低下が 認められな か っ た 20

例 に も ， 妊娠成立 例が 4 例存 在 した。ま た，黄体

期に PAF に 対する 感受性 が 逆 に増大 し た例が 4 例

存在 し，
そ の 3例は 重症 OHSS 例で あ っ た。【結論 】

今回 の方法 は，PAF に対する感 受性 に かな りの 個

人 差 が 存在 し
， 感 受性 の 低下 が 妊娠例 の 全 て に は

認め られな い 事か ら，胚 由来 の PAF 活性の 評価法

と して は 限界があ る 。 ま た ，今回新た に 0 ｝ISS症

例で PAF に 対する感受性 の 増 強が 高頻度 で 観察

さ れ て お り ，
こ の 現 象 が OHSS の 病態形成に ど の

よ う な 意義 を有 して い る の か を 今後検 討す る 必要

が あ る 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


